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議案第 1号   令和 7年度 国民健康保険事業特別会計決算について
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1.一般状況

中標津町の国民健康保険加入世帯は令和7年度末現在で 2,789世帯、対前年度比 1.7%減少となっており、町の世帯の約 25.01%が加入していることと

なります。町全体の人口は 21,669人で対前年度比で約 1.3%減少、国保被保険者数についても年度平均で 4,376人と5.2%減少となつています。

被保険者の年齢構成は、60歳以上が加入者全体の 47.4%となっており、今後も高齢者の割合は緩やかに増加していくものと推察しております。
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2.財政収支及び財政調整基金の状況

(1)年度別収支状況

※1単年度収支……「基金繰入金」・「前年度繰越金」を除いた歳入総額から歳出総額を差し引いた実質収支

基金残高及び収支状況

(単位 :千円 )

千円

500,000

400,000

300,000
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△ loO,Ooo

△ 200,000

‐‐ 基金残高 ◆ 収支差引 号 単年度収支(※ 1)

基 金 利 虐、

基金 積 立額

剰  余  金
基 金 残 高

単 年 度 収 支 (※ 1)

前 年 度 繰 越 金

(基 金 繰 入 額 )

収 支 差 引

歳 出

歳 入

年  度

77

25,490

25,489

331,896

15,616

35,363

0

50,979

2,381,864

2,432,843

R3年度

67

18,488

18,487

357,453

11,486

25,489

0

36,975

2,365,427

2,402,402

R4年度

67

0

4,824

346,600

▲ 43,071

18,487

29 ,408

4,824

2,321,009

2,325,833

R5年度

123

22,218

22,218

235,648

▲ 71,464

4,824

111,076

44,436

2,407,998

2,452,434

R6年度

575

16,543

16,543

228,441

▲ 19,132

22,218

30,000

33,086

2,243,373

2,276,459

R7年度

0

190,048

16,543

55,536

0

2,495,653

2,495,653

R8年度 (予算)

▲ 431071
▲ 71,464
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(2)財政収支の内訳

歳入の国民健康保険税については、被保険者数の減少等により、対前年度比 0.03%減の 622,551千 円となりました。
平成30年度からの国保制度改革 (都道府県単位化)に伴い、保険給付に要した費用全額が道支出金として収入されており、市町村事業に対する交付金を含
めた道支出金の額は、1,403,524千円となりました。
また、繰入金については、対前年度比 27.46%減の 219,016千 円となり、一般会計からの法定内、ル‐ル分の繰入 189,016千円のほか、基金からの繰入
30,000千円となっております。
歳出の保険給付費については、国民健康保険加入者の減少に伴い、1人当たりの費用額も減少しており、対前年度比 6.71%減の 1,352,655千 円となりまし
た。
なお、保健事業費については、システム改修に係る負担金の増加などにより、対前年度比 10.62%増の 30,068千円となりました。

歳  入 (単位 :千円)

合  計
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その他収入
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繰 越 金

22,218

繰 入 金

219,016

財産収入
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道支出金

1,403,524

国庫支出金

466

使用料及び手数料

0

国民健康保険税

622,551

歳  出

:その:他収入

凛び手数|
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国 計

2,243,373

予備費

0

諸支出金

2, 205

公債費

198

基金積立金

575

保健事業費

30,068

国保事業費納付金

802,196

保険給付費

1,352,655

総 務 費

55,481

O Oon

公債費

諸支出金 :
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1

3.国民健康保険税の賦課・ 収納状況

(2)保険税の賦課状況 (※当初賦課時点)

|1営措ilは改正箇所

国普通世帯 ■超過世帯 □軽減世帯

後期

【令和7年度世帯状況】

医療

超過世帯
6%

【課税額状況】

介護

超過世帯

5%
超過世帯

8%

0 200,000

□当初調定額 □軽減額 田限度超過額

400,000    600,000   800,000         FF円

138,997R6年度

R7年度

8

7

6

5

4

3

年度

8.2

8.2

8.2

8.2

8.2

医療

2.6

2.6

2.6

2.6

後期

1.9

1.9

1.9

1.9

介護

所得割 (%)

26,400

26,400

26,400

26,400

26,400

医療

8,500

8,500

8,500

8,500

8,500

後期

8,500

8,500

8,500

8,500

8,500

介護

均等割 (円 )

28,000

28,000

28,000

28,000

28,000

医療

91000

9,000

9,000

9,000

9,000

後期

6,600

6,600

6,600

6,600

6,600

介護

平等割 (円 )

630,000

医療

650,000

650,000

260,000

199,000

後期

170,000

170,000

170,000

170,000

170,000

170,000

介護 |∫寸盛醸島選要報争|| |

賦課限度額 (円 )

子ども

介護

後期

医療

8

7

6

8

7

6

8

7

6

8

7

6

年度

1,199

638

650

659

1,213

1,193

1,222

1,178

1,148

1,189

普通世帯
(特定世帯含 )

156

116

103

106

161

137

150

196

182

183

超過世帯

1,463

493

518

570

1,468

と,606

1,658

1,463

1.606

1,658

125

267

103

107

267

306

322

267

306

322

155

386

111

143

336

409

414

336

409

414

268

891

891

860

279

290

860

922

860

922

軽減世帯

R8年度

R7年度

R6年度

951,996

871,766

881,185

当初賦課総額

73,741

78,441

82,002

軽減額

214,300

153,146

138,997

限度超過額

0

0

0

端数税額

663,955

640,179

660,186

年税額

△ 26,293

△ 21,505

△ 32,789

月割増減

637,662

618,674

627,397

当初調定額

214,300

※R6年度以降の軽減額には、産前産後の減額が含まれている。

R8年度

153,146



(3)保険税調定額と収納額の推移

伸率

101 5

101 8

102 8

100 5

99,0

101 0

104 6

一人当

128,510

130,887

134,509

135,211

133,864

135,237

141,391

101 0

98 2

96 7

99 3

101 1

伸率

99 8

100 9

―世常、一人当たり調定額 (単位 :円 )

一世帯当

225,777

227,751

229、 977

225,827

218,424

216,934

219,407

計

84 98

86.38

87 39

88 15

88 44

滞繰分

23 62

24 98

23 40

24 04

24 35

全道平均 (%)

現午分

95 17

95 72

95 96

96 04

95 70

言十

80.49

81 66

83 23

83 60

83 72

84 89

86 47

滞繰分

21 42

24 75

23 92

20 91

20 77

24 92

29 70

収納率 (υ l,)

現年分

95 17

94 67

95 59

96 02

95.82

95 41

95 76

148,08電

126,572

110,929

101,511

93,66E

未 収 額

162,75ε

137,10E

川又 糸内 客買

716,739

706,737

706,860

684,504

652,272

622,761

622,551

言十

調 定 額

890,502

865,470

849,300

818,777

779,151

733,589

719,981

不 納
欠損額

11,005

10,649

5,335

7,701

15,950

9,317

3,717

121,173

lXl,452

107,107

99,533

82,190

71,150

未 収 額

139,303

収 納 額

37,971

39,864

35,038

28,316

26,092

27,280

30,054

161,037

146,490

135,423

125,625

109,470

101,204

滞 納 繰 越 分

調 定 額

177,274

未 収 額

34,460

37,560

30,988

27,166

27,346

28,638

26,230

J又 糸内 客買

678,768

666,873

671,822

656,188

626,180

595,481

592,497

現 年    度

調 定 額

713,228

704,433

702,810

683,354

653,526

624,119

618,727

年 度

Rl年度

R2年度

R3年度

R4年度

R5年度

R6年度

R7年度

現年直倉謝定籟4収紬率の推移
●  ● (総額〉   |

匡コ 調定額

― 収納率 千円
滞納繰越分調定額と収紬率の推移

(総額 )

― 調定額

一 収納率

2970 ' 3200°
/。

1  28.00

SOO節

7む0,ooo

709,000

600,000

07100%

06100

0Si00

94、 00

93i00

92iOO

el.oo

moo

300,090

IZSO.000

200,000

150,000

100,000

2475
2492

21 20_91     2077

177,274

161,037

146,490

125,625

109,470
101,204

24.00

20.00

16.00

1200

800

4.00

000

7

618,727
624,119

653,526

683,354

946

9576
9541

9582
9602

9559

795

713,228
704,433   702,810

600pOO

口lヽ年康 I R2年職  氏o年度 I R4年度 I R5年度 i庶S年度  終7年度
50,000

Rl年廉 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
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4.保険給付費等の状況

保険給付費等の状況については、一般被保険者の対前年度比件数で 3.8%減少、療養給付費では 6.2%の減少と、件数、療養給付費ともに減少となつてお
ります。要因としては、被保険者数の減少に伴うものと推考しております。

また、退職被保険者につきましては、前年度同様に制度終了により件数 0件、療養給付費 0円となりました。

(1 付 +

R7年度

R6年度

R5年度

R4年度

R3年度

R2年度

Rl年度

年 度

52,914

55,006

55,663

56,022

56,693

57,692

64,803

療養給付費件 数

1,576,791

1,681,252

1,625,977

1,686,492

1,687,834

1,625,299

1,735,320

△ 104,461

55,275

△ 60,515

△ 1,342

62,535

△ 110,021

△ 1,462

対前年度 療養給付費増 減 件 教

9i〕 .8‖ 0

10到 0

9a剣   0
99.釧 0

103.瑚 0

93.瑚 0

鯰釧 54

0

0

0

0

0

0

7,734

0

0

0

0

0

△ 7,734

986

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

114.6

対前年比減

ミ,者

ナ曽

1,576,791

1,681,252

1,625,977

1,686,492

1,687,834

1,625,299

1,743,054

【半   「ヨ「

tJ3.8

103.4

96.4

99。 9

103.8

93.2

100.0

対前年度比

千円

2,000,000

1,800,000

1,600,000

1,400,000

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

40c000

209000

0

1,735,320

一般被保険者の年度別推移

1,6

件

90,000

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

299 1

t ___」

2

|_l  i_

Rl年度 R2年度 R3年度 R4年度 RS年度 R6年度 R7年度

二__二_〕 療養給付費 一 件 数

3

9,000

8.000

7,000

6,000

51000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

件

4,000

3)500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
Rl年度  R2年度  R3年度  R4年度  R5年度  R6年度  R7年度

とと七療養給付費 ― 件 数

7,734

退職被保険者の年度別推移

54
0 0 0 0 0 0

千 円



R7年度

4,376

61.300

387%

52,914

48 1%

51,9%

1,576,791

45.6%

544%

360,327

268,380

505,760

29,799

28,294

31,191

2,681

1,695

25,430

27,484

719,527

857,264

R6年度

4,615

60.50。

39.50′。

55,006

47.1%

52.90/。

1,681,252

46.0%

540%

364,302

276,772

498,600

30,565

29,830

31,220

2,794

1,821

25,924

29,082

773,302

907,950

R5年度

4,882

605%

39.50/O

55,663

48.10/O

519%

1,625,977

455%

545%

333,056

250,453

459,833

29,211

27,670

30,637

2,956

1,926

26,756

28,907

740,389

885,638

R4年度

5,054

602%

3980/O

56,022

45,9%

541%

1,686,492

42.1%

57.9%

333,695

233,516

485,158

30,104

27,601

32,232

3,042

2,012

25,737

30,285

710,355

976,137

平均被保険者教 (人 )

受診総件数 (件 )

費用額 (千円)

1人当たり費用額 (円 )

1件当たり費用額 (円 )

(2)世代別保険給付費等の状況

―■‐4.人蓋たり費用額
田一般 (64歳以下)口 前期高齢者 (65～ 74歳 )

485,158 498,600 505,760

233,S16

1,500,000

1,000,000

R4年度  R5年度  R6年度  R7年度

=  :総費用額 一 一般(64歳以下)―◆
い前期高齢者(65～ 74歳 )

f枠当たげ費瀬額 田一般 (64歳以下)口 前期高齢者 (65～ 74歳 )

3
30,637 31,220 31,191

28,294

年度別費用額推移

1,800,000

1,600,000

1,400,000

1,200,000

1,000,000

8001000

600,000

400,000

200,000

0

2,000,000

500,000

0

! 円
:40;9001

13Sp00.

:とOo00

1,こi000

20100o l

I ISiqЮOi l

9

◆ ‐

‐◆

Ro年度

5!000
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(3)診療区分別保険給付費等の状況
(単位 :千円)

入院

42.2% 入院

400%

62%

前期高齢者

令和
'年
度 療養給付費の構成

64歳 以下

513%

食事療養等
全 体

食事療養等

72%
事療養等

1!6。。

食事療養等

調  剤

歯  科

入院外

入  院

15,865

15,462

31,327

200,145

147,698

347,843

60,427

59,796

120,223

255,427

223,503

478,930

378,922

315,900

694,822

R3年度

16,880

14,348

31,228

200,037

137,174

337,211

53,576

53,972

107,548

252,239

207,687

459,926

448,549

288,313

736,862

R4年度

14,605

14,054

28,659

208,987

140,641

349,628

42,883

51,264

94,147

237,091

215,003

452,094

876,998

310,524

687,522

R5年度

15,644

13,695

29,339

196,126

162,061

358,187

46,575

45,787

92,1362

229,420

223,195

452,615

415,101

316,371

731,472

R6年度

13,188

14,097

27,285

212,572

153,452

366,024

45,142

51,325

96,467

202,153

205,747

407,900

371,543

283,078

654,621

R7年度

全体 革桂キ付 診療区分別の推移 → 入院 ―◆‐入院外 と・▲・・歯科 J・ 調剤
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「G001000

試,Op00

4001900

3001000

2軸000.

|゛ 001000
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64歳以下 単位千円 前期篇齢者,単位千円
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(4)高額療養費の状況

R7年度

3,154

710

2,444

R6年度

3,lH

749

2,362

R5年度

2,910

667

2,243

R4年度

3,016

723

2,293

2,939

878

2,061

R3年度

体全

令和7年度 世代別高額療養費構成

00。      20。′0      40%

件数

高額療養費

□64歳以下 口前期高齢者

60%      80%     100%

R7年度

188,226

92,194

96,03295,480

R6年度

197,485

102,055

R5年度

175,163

86,718

88,445

R4年度

1813,940

81,635

102,305

R3年度

187,142

97,389

89,753

体金 前期高齢者

― 全体件数  …▲-64歳以下件数  ‐ 。前期高齢者件数

2,939 3,016 3,111 154
2,910

―

―→ ・― ・_◆一 “ “
" 
・ ←

2,362

。
… …

・
―

ケ
・
~ 2,444

2,061 2,293      2,243

▲
‐ 、

878
~‐ ~‐
,士 ―――――――占 い。―

~… ……▲~中 ぃぃぃ0_―▲

723 667 749 710

□64歳以下  □前期高齢者

:9P,19186,718811635:
:971989
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令和 フ 年度 国民健康保険事業特別会計決算 (款項別 )
R861

歳 入 合 計

9.町儀 (貯JF奮産艤 後脅情金)

B諸 収 入

7繰 越 全

6 繰 入 金

5財 産 収 入

4道 支 出 金

3回 庫 支 出 金

2使 用 料 及 び 手 数 料

1国 民 健 康 保 険 税

季| 目

歳 入

2 620 884

t

2,712

22,217

52,475

195,457

247,982

580

41,431

と,723, 174

1,764,605

1,764,605

125

341

466

466

1

(53,713)

(132,216)

(396,44ゼ )

582,371

予算現額

`A】

2,276,459

Ю

8,109

22,218

30,000

189,016

219,016

575

53,177

1,350,347

1,403,524

1,403,524

125

341

466

466

0

(57,154)

(141,788)

(423,609)

622,551

決 鼻 額

`Rゝ

△ 344,425

a

5,397

1

△ 22,175

△ 6,441

△ 28,916

△ 5

11,746

△ 372 827

△ 361,081

△ 861,081

0

C

0

0

△ 1

3,441

9,572

27,167

40,180

ケヒ

`RⅢ

較
一
`A】

R06決算 :ll七 年 9541%測 ,I共 2492X

R05決 算 :みと年 9582%沼 ,繰 ツ077%

k041)、`↑ヮ|:現イl υ6り 2%科廿″准ツ。 91К

※特別 交イJ希

l人険者努力支援分

|ナ別調〃士交付金分

道 2'ナ繰人 命分

特定健診分

10,782

6,554

31,869

1,,972

※ 般会 fiゃ丈入金
基)寝安定 (軽減分 )

濫椎 /ス ′こ (文援分 )

||1正育児 時企
木l抗学児均年制保険イノいし

木l沈学児均等■1保険れと

職ユヽ給
'テ
rt等 分

1財政安′上化文援分

78,082

54,433

3,659

1,392

768

46,536

コ,116

収納率 :現年 9576%ナ ,t繰 2970%

説 明

歳 出 合 計

,予 備 費

3諸 支 出 金

7 公 債 費

0基 金 積 立 全

5保 健 事 業 費

4共 同 事 業 拠 出 金

3 国民健康保険事業費納付金

2保 険 給 付 費

1総 務 費

拿|

歳 出

2,620,884

1,000

3,559

300

580

5,815

26,469

32,284

0

802,196

0

870

10,005

100

200

221,044

221,244

21977

7 576

1,480,402

1,490,955

1,723,174

57 791

予算現額

`サ

Ⅲヽ

2,243,373

0

2,205

193

575

4,970

25,098

30,068

0

802,196

0

870

5,490

0

30

188,618

188,643

2 916

6,985

1, 147,751

1, 157,652

1,352,655

55,481

央 昇額

`1,ヽ

△ 377,511

△ 1,000

△ 1,354

△ 107

△ 5

△ 845

△ 1,371

△ 2,216

0

0

0

0

△ 4,515

△  100

△ 170

△ 32,431

△ 32,601

△  61

△ 591

△ 332,651

△ 333,303

△ 370,51g

△ 2,31C

比   較

`R】

 一  `AⅢ

※総務γヤ

総務管テlザヤ

微税了1′

運廿助議会イヤ

26,463

28,902

116

※諸文出令

避付金・加第令

[Ц

"「

補返逃金

供給左 tl文獣牟

1 之54

0

説 明

差引 (歳入―歳出) 33,0

基金積立金
R7年度末残高
(R6年度末残高)
(R6決算積立基金)

228,441千 円
235,648千 円
22,218千 円

R7年度積立額    575千 円
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1.令和 7年度保健事業実績
(1)特定健康診査 B特定保健指導
40～ 74歳を封象に実施。また、18～ 39歳の国保加入者及び75歳以上の後期高齢者医療制度加入者についても健診を無料で実施。

【図1特定健診受診数日受診率の推移】            【図2特定保健指導終了者数日実施率の推移】
(人 ) lη0

″呵

０

０

０

０

０

０

００

８０

６０

網

２０

人 ／
　

　

一

％
‐―

‐，
―
ト

,4  ●―

R3

3392

巧

３０

２０

１０

０

40

30

20

10

0

‐４゙
隔呵

′  エヽ  ア

21 1211

H28

121 + 116 1 140

…■
３０

２０

１０

０

H28

対象者 404

29 ィ H30 Rl R2 R3 R5|

対象者 123

LJ受 診者数 1014 LH終 了者
81

全国 36 6

(2)国保・後期人間 ドック

対 象 :40歳以上の国保加入者 (条件 :1年以上継続して国イ呆‐に加入し、国保税の滞納がない世帯)
受 診 数 (図 3):国保加入者の受診者は前年度とほぼ同数
年代別内訳 (図 4):70歳以上の受診者が約 5割を占める
【図3受診数推移】                        【図4受診者年代別内訳】

(人 )

50

40

30

20

10

0

23 1 14 1 27 38 1 33

30.8 24 1 29 9 35.8 31 ― 中標津町 17.4 22.0

28 1 2 27 27 9 31.4 ″ 北海道 33 6 33.5 36.7

37.2 37.9 38 33,7 36.4 37.5 38.2 38 8 全国 26 3 269128,9 29.3127 9i31.0 28 81 29. 1 3001

※令和 6年度までは法定報告値。令和 7年度は 4月 1日 時点の紺象者による実績値であり、法定報告時には対象者の確定に伴い受診率が変動します。

資
υ
Ｄ
Ｒ

30

34 5

30.6

R6R5

29653168

10601093

3269
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998

30 5

29.7

R2

851

35303613

1068

29.6

29.5

RlH30

3563

1098

3819

1007

H29

27 6

960

2623 7

北海道

― 中標津

31

13

R7R5

38

1214

36

R4

41

8

R3

― 後期

70～ 74歳

20。/。― 国

13

15



16

(3)データ受領 (みなし健診)
健診や人間 ドックの結果について、本人の同意のもと医療機関等からデータ提供を受けるほか、本人からの直接提供や、町立中標津
病院・石田病院の通院者について、診療時の検査データ提供を受け、特定健診受診者 として計上。

【図5 みなし健診データ受領数の推移】

R3 R4 R5 R6 R7

８０
６０
４０
２０
０
ω

一 商
工会

一 摩周厚生病院

善 札幌厚生病院

一 本人持込

一 町立中標津病院

―― 石田病院

54

13

66

8

46

13

0

10

【図7受診者年代内訳】

32

【図8結果状況】

0

14

76

21
(4)骨粗しょう症検診
方 法 :個別検診 (町立中標津病院)
料 金 :国保力日入者は無料
受診者数 (図 6)

年代内訳 (図 7)

結果状況 (図 8)

【図 6受診状況】
150 ィ

100

50

― 受診者数

受診者は前年度 とほぼ同数 (R6年度以降減少 )
70歳以上の受診者が約 6割を占める
要医療が 26%を 占める

R3 R4 R5 R6 R7

100 98 104 57

0 異常札 Ⅲ

|

― 再掲)国保加入 59 53 86 19 22



(5)なかなか健康なかしべつポイント

目 的 :健康無関心層を含めた健康づくりに取り組む人を増やし、健診受診率の向上及び医療費の適正化を図る。
対 象 :18歳以上の町民
方 法 :健診の受診や体育施設の利用、自宅での健康づくり等に応じてポイントを付与し、6ポイント貯まると応募可能。応募には

健診受診によるポイントを必須とし、応募は期間中 1人 1回。WEBでの応募も可能。抽選会は令和 8年 4月 に開催。
結 果 :応募者数 454名  当選者数 192名  当選率 42.3%
【図9ア ンケー ト結果】
① この事業が健診を受けるきっかけとなりましたか?    ②この事業が運動をするきつかけとなりましたか?

【表 1】 健康診査 口各種検診の受診状況 【図10応募者年代内訳】

ど

特 定 健 康 診 査

若 年 健 診

後 期 高 齢 健 康 診 査

胃 カミん 検 診

月市が ん 移華診

大 腸 が ん 検 診

乳 が ん 検 言診

子 宮 頸 が ん 検 診

R3寄三屋蓋
実 績

1,014

86

211

666

998

1,031

R4年 庁_
実 績

R5寄三庁_
実 績

1,093

67

269

577

1,106

1,100

379

346

R6年 庁_
実 績

1,060

61

307

519

1,104

1.064

418

330

R7年 度
実 績

前 年 度
比 較

998

77

238

586

1,031

1,023

413

338

1

7

3

▲

141

549

813

814

41

▲ 36

▲ 29

▲  1フ

▲ 451

▲ 431

316

222

375

328

1,141

54

348

433

1.0ウ 5

1,047

373

28フ

骨 粗 しょう 105 100 98 104

17

58 57 J白、 1
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(6)生活習慣病重症化予防事業 (治療中断者及び未治療者対策)～特定健診受診率向上支援等共同事業～
対 象 :生活習慣病 (高血圧、糖尿病、脂質異常症)の治療中断者及び前年度特定健診で要精密検査となった未受診者

勧奨後受診率

柳奨後受診

保健指導実施教

勧奨通知送付数

対象者

52.2%

12人

6人

23人

23人

治療中断者対策

20.5%

25人

40人

1 2 2ノ(

122人

未治療者対策

方 法 :治療中断者～レセプ トデータから対象者を抽出。受診勧奨通知後、訪問・電話等による保健指導を実施 し、レセプ トで受診状
況を確認 し評価

未 治 療 者～前年度の特定健診受診者の要精密検査未受診者を抽出し、受診勧奨通知を送付。面談や電話等による保健指導を

実施 し、レセプ トで受診状況を確認 し評価

結 果 :治療中断者では約半数、未治療者では約 2割が勧奨後に医療機関を受診 した。

(7)重複多受診者訪問等指導事業

的 :重複多受診や重複投与等の状況を確認 し、適正受診・適正服薬を促すとともに、被保険者の健康保持及び医療費の適正化を図
る。

象 :レセプ トの点検結果等から重複受診・重複投与が認められ、保健師による支援が必要と判断した者

法 :レセプ ト確認 し、支援の必要性を判断した上で、文書による連絡や保健師が訪問・電話を実施。再度 レセプ トを確認 し、受診・

服薬の状況を評価する。

果

訪問・保健指導実施者

抽出対象者

0名

1名

姑象者 1名 についてレセプ ト及び生活状況を確認。関係職種とも協議した結果、個別の状況を踏まえ、訪問等による介入は

行わないこととした。

目

対

方

　

結



2.令和 8年度 保健事業の取組について

令和 8年度は、前年度の取組を基本として、以下の4つの柱により保健事業を継続して実施します。

集団健診 (保健センターバス健診、農協巡回 ドック)
・個別健診 (町立中標津病院、石田病院、なかしべつ内科クリニック、

診センター)
。人間 ドンクを継続 して実施
・受診 しやすい健診体制を維持   .

釧路がん検

① 健診受診機会の確保

② 特定健診受診率の向上

・△Iを活用 した対象者特性に応 じた受診勧奨を継続 (年度内 3回の受診勧奨 )
。電話での受診勧奨を継続
。みなし健診によるデータ受領を継続

③ 生活習慣病の重症化予防

・治療中断者、要精密検査未受診者への受診働奨 。保健指導
・特定保健指導の実施
・重複多受診・重複投薬等の対象者への個別支援

④ 健康づくりのきつかけづくり
|。「なかしべつ健康なかしべつポイン ト」を継続

i・ 健診受診や運動等、健康づくりに取 り組むきっかけを提供

【特定健診受診率向上支援等共同事業】

受診幼奨 :AIによる効果的なグループ分けと対象者咎性1こ応じたメンセージによる勧奨を継続。
重庭化予防 : レセプト・健診データから治療中断者及び未治療者を抽出し、受診勧奨・保健指導を実施。

令和 8年度の方向性

既存事業を継続 しなが ら、健診受診機会の確保、未受診者への働 きかけ、医療機関等 との連携によるデータ受領や個別支援
を組み合わせ、特定健診受診率の向上 と生活習 1貫病の重症化予防に取 り組みます。

|。
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